
 

四国森林管理局 
高知市丸ノ内 1 丁目 3-30 
T E L  0 8 8 - 8 2 1 - 2 0 0 0 
F A X  0 8 8 - 8 2 1 - 4 8 3 4 
ホームページアドレスhttp://www.rinya.maff.go.jp/shikoku/ 
電子メール shikoku_soumu@rinya.maff.go.jp 

No.1091 2011 年 2 月号 

 

 ２０１１年は国際森林年です 

高知県長岡郡本山町と四国森林管理局が嶺北森林管理署管内の汗見川上流に位置

する竜王山国有林外（７５㌶）を「郷土の森」とする協定を締結しました。 
【詳細は２頁以降へ】 

左：本山町 今西町長     右：四国森林管理局 宮原局長 
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一
二
月
二
二
日
、
嶺
北
森
林

管
理
署
管
内
に
あ
る
竜
王
山
国

有
林
外
（
汗
見
川
上
流
に
位
置

す
る
標
高
一
三
〇
〇
～
一
五
〇

〇
㍍
域
）
に
お
い
て
、
本
山
町

と
「
郷
土
の
森
」
を
設
定
す
る

た
め
、
協
定
調
印
式
を
行
い
ま

し
た
。 

現
在
、
四
国
森
林
管
理
局
管

内
に
は
、
四
箇
所
の
「
郷
土
の

森
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
設
定
は
、
七
五
㌶
と
管

内
最
大
規
模
と
な
り
ま
す
。 

今
回
設
定
す
る
「
郷
土
の
森
」

は
、
樹
齢
二
百
年
の
ブ
ナ
や
ト

チ
ノ
キ
等
の
広
葉
樹
、
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
や
ア
ケ
ボ
ノ
ツ
ツ
ジ
等
の

花
木
類
、
希
少
植
物
も
多
数
生

育
し
て
お
り
、
ま
た
、
地
質
的

に
も
全
国
的
に
希
少
な
「
紅
（
こ

う
）
れ
ん
石
」
の
大
露
頭
が
見

ら
れ
る
な
ど
、
森
林
環
境
教
育

の
場
と
し
て
は
興
味
深
い
エ
リ

ア
で
す
。 

調
印
式
は
、
本
山
町
か
ら
は

今
西
町
長
始
め
副
町
長
な
ど
四

名
、
四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は

宮
原
局
長
、
嶺
北
森
林
管
理
署

長
等
六
名
が
出
席
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。 

調
印
に
あ
た
り
、
宮
原
局
長

よ
り
、「
地
域
で
の
保
存
活
動
の

盛
り
上
が
り
に
よ
り
、
貴
重
な

天
然
林
な
ど
を
後
世
に
つ
な
げ

る
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
は
大

変
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

是
非
と
も
地
域
の
象
徴
と
し
て

の
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
今
西
本
山

町
長
か
ら
、「
本
山
町
は
、
今
年

（
平
成
二
二
年
）
は
町
制
百
周

年
の
記
念
の
年
で
、
こ
の
契
機

に
協
定
の
調
印
を
迎
え
た
こ
と

は
大
変
な
喜
び
で
あ
り
、
当
局

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
し

ま
す
。 

こ
の
「
郷
土
の
森
」
の
自
然

美
豊
か
な
自
然
環
境
を
地
域
住

民
等
と
一
体
と
な
っ
て
守
り
な

が
ら
、
地
域
の
活
性
化
と
振
興

の
た
め
の
取
組
を
行
い
、
後
世

に
つ
な
が
る
地
域
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

調
印
式
は
和
や
か
に
進
め
ら

れ
、「
郷
土
の
森
」
設
定
の
協
定

書
に
調
印
し
た
後
、
お
互
い
が

協
力
を
し
合
う
こ
と
の
堅
い
握

手
を
交
わ
し
、
式
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。 

平
成
二
三
年
は
、「
国
際
森
林

年
」
の
記
念
の
年
で
も
あ
り
、

本
山
町
で
は
、
こ
の
自
然
資
源

を
活
か
し
た
情
報
発
信
も
行
う

こ
と
と
し
て
お
り
、
本
山
町
で

の
今
後
の
取
組
が
期
待
さ
れ
ま

す
。 平

成
二
三
年
一
月
一
一
日
、

香
川
森
林
管
理
事
務
所
に
お
い

て
、
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合

研
究
所
森
林
農
地
整
備
セ
ン
タ

ー
徳
島
水
源
林
整
備
事
務
所
の

川
村
所
長
と
香
川
森
林
管
理
事

務
所
の
西
村
所
長
が
、「
東
か
が

わ
市
・
阿
波
市
地
域
の
森
林
整

備
推
進
に
関
す
る
協
定
書
」
に

署
名
し
ま
し
た
。 

 

同
協
定
は
、
平
成
二
一
年
七

月
に
徳
島
水
源
林
整
備
事
務
所

と
締
結
し
た
、
香
川
県
ま
ん
の

う
町
と
徳
島
県
三
好
市
に
お
け

る
「
勝
浦
・
太
刀
野
地
域
の
森

林
整
備
推
進
に
関
す
る
協
定
」

に
続
き
二
件
目
と
な
り
ま
す
。 

 

今
回
も
、
隣
接
す
る
香
川
県

東
か
が
わ
市
と
徳
島
県
阿
波
市

に
お
い
て
、
共
同
施
業
団
地
を

設
定
し
、
間
伐
の
積
極
的
な
実

施
に
よ
る
長
伐
期
施
業
の
推
進
、

作
業
路
網
の
整
備
等
に
、
両
者

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。 

 

協
定
面
積
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
二
三
〇
㌶
（
清
水
国
有

林
）
、
六
三
㌶
（
水
源
林
造
成
事

業
地
）
の
合
計
二
九
三
㌶
で
す
。 

 

今
後
に
お
い
て
も
、
相
互
の

竜王山のアケボノツツジ 

郷土の森の紅簾石(こうれんせき)の大露頭 

握手をする今西本山町長(左)と宮原局長 

森
林
整
備
推
進
協
定
を
締
結
 

〜
森
林
整
備
の
円
滑
化
の
 

一
層
の
推
進
〜
 

 
〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

「
郷
土
の
森
」
協
定
締
結
！
 

「
高
知
県
・
本
山
町
 竜
王
山
 

 
郷
土
の
森
」
協
定
調
印
 

〈
計
画
課
・
嶺
北
森
林
管
理
署
〉

だ
い
ろ
と
う 
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森
林
整
備
の
円
滑
化
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
他
の
隣
接
箇
所

に
つ
い
て
も
協
定
締
結
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。 

一
月
二
四
日
・
二
五
日
、
高

知
会
館
（
高
知
市
）
に
お
い
て
、

「
平
成
二
二
年
度
四
国
森
林
・

林
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

 

先
ず
、
宮
原
局
長
か
ら
、

「
今
回
発
表
さ
れ
る
課
題
は
、

国
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
多

様
な
森
林
づ
く
り
や
ニ
ホ
ン

ジ
カ
被
害
防
止
対
策
、
森
林

環
境
教
育
の
取
組
な
ど
幅
広

い
内
容
で
あ
り
ま
す
。
発
表

さ
れ
る
方
々
が
取
り
組
ん
で

い
る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の

森
林
づ
く
り
な
ど
に
反
映
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

五
八
回
目
を
迎
え
た
今
年

の
研
究
発
表
会
は
、
局
署
等
の

ほ
か
、
教
育
機
関
、
各
研
究
機

関
等
か
ら
二
三
課
題
（
特
別
発

表
を
含
む
）
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
に
関
す
る
発
表
が
四

課
題
あ
り
、
早
急
に
取
り
組
む

べ
き
課
題
で
あ
る
こ
と
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

四
万
十
市
立
口
屋
内
小
学
校
、

美
馬
市
立
江
原
中
学
校
、
高
知

県
立
四
万
十
高
等
学
校
及
び

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学

校
か
ら
、
学
習
活
動
の
一
環
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
内
容

に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、
会
場

か
ら
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。 

 

一
日
目
に
は
、
松
山
東
雲
女

子
大
学
名
誉
教
授
の
石
川
和
男

氏
に
よ
る
「
タ
カ
類
の
保
全
と

生
物
多
様
性
～
タ
カ
は
健
全
な

生
態
系
の
シ
ン
ボ
ル
～
」
と
題

し
た
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

石
川
氏
か
ら
は
「
生
物
多
様

性
の
保
全
等
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
生
物
多
様
性
条
約

（
一
九
九
二
年
国
連
環
境
開
発

会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
に
先
立

ち
採
択
）
）
が
締
結
さ
れ
、
そ
の

後
の
国
内
の
法
律
等
の
整
備
や

昨
年
策
定
さ
れ
た
「
生
物
多
様

性
国
家
戦
略
二
〇
一
〇
」
、
同
年
、

名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
「
生

物
多
様
性
条
約
第
一
〇
回
締
約

国
会
議
」
の
目
的
や
意
義
つ
い

て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
ク
マ
タ
カ
、
オ
オ
タ

カ
、
サ
シ
バ
、
ハ
チ
ク
マ
、
ハ

ヤ
ブ
サ
等
タ
カ
類
の
生
態
、
見

分
け
方
や
四
国
で
の
生
息
状
況

に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

特
に
、
ク
マ
タ
カ
の
営
巣
木

に
は
ア
カ
マ
ツ
の
大
径
木
が
よ

く
利
用
さ
れ
る
こ
と
、
狩
り
は

林
中
で
待
ち
伏
せ
型
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
貴
重
な
写
真
を
交
え

説
明
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ら
タ
カ
類
の
生
態
系
に
お
け
る

重
要
さ
や
保
護
す
る
こ
と
の
意

義
、
生
息
環
境
に
つ
い
て
森
林

地
域
で
の
保
全
対
策
と
し
て
、

営
巣
中
心
域
の
望
ま
し
い
条
件

や
林
業
上
の
配
慮
等
に
つ
い
て

の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

二
日
間
の
発
表
を
終
え
、
独

立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所

の
今
冨
所
長
を
審
査
委
員
長
と

す
る
審
査
委
員
に
よ
る
審
査
の

結
果
、
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

と
し
て
八
課
題
（
最
優
秀
賞
一

課
題
、
優
秀
賞
三
課
題
、
奨
励

賞
四
課
題
）
、
（
社
）
日
本
森
林

技
術
協
会
理
事
長
賞
、
ま
た
、

（
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会

会
長
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
課

題
が
選
出
さ
れ
、
各
受
賞
者
に

表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。 

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
安
芸
森

林
管
理
署
の
発
表
は
、
森
林
教

室
の
開
催
に
向
け
て
、
配
布
資

料
の
工
夫
、
現
地
で
の
対
応
、

引
率
・
安
全
体
制
に
つ
い
て
の

取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
発
表
課
題
と
審

査
結
果
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。 

左：西村所長、右：川村所長 

 四
国
森
林
・
林
業
 

 
 研
究
発
表
会
を
開
催
 

     〈
指
導
普
及
課
〉
 

ふるさと口屋内の自然を大切に 
（口屋内小学校） 

松山東雲女子大 
石川名誉教授(特別講演) 

最優秀賞を受賞した 
安芸森林管理署職員三名 

く
ち
や
な
い 
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四国森林林業研究発表会課題及び審査結果 
 

発 表 者 発
表
順 

発 表 課 題 
所 属 氏 名 

審 査 結 果 

1 
 一ノ谷山８０林班「遊々の森」
（いなむら体験の森）の自然再生
への取組について 

 
 嶺北森林管理署                   

業務課係員  
       瀬戸森林事務所 森林官 
      業務課長  
 

 加藤万実子 

 原﨑 誠 

 岡部 光明 

 

2 
  野根山街道における森林教室の
取組について 

 安芸森林管理署                 
 業務第一課 係員       
 総 務 課 係員     
 野友森林事務所 係員 

 田中 梓 

 益田 舞 

 平松龍之典 

 四国森林管理局 
 局長賞（最優秀賞）

3 
 ＩＫＯＮＯＳ衛星画像の導入
による業務の効率化について 

 
（独）森林総合研究所 森林農地整備
センター 徳島水源林整備事務所  

造林係主任     
造林係主任 

 

 祐谷 有恒 

 木學 良広 

 四国森林管理局 
 局長賞（優秀賞）

4 
  ふるさと口屋内の自然を大切に 
～エコクラブ交流をとおして～ 

 
 四万十市立口屋内小学校     

５年生 
６年生   

 

 松田 侑也 

 秋元 友幸 

 渡辺 大地 

 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

5 
 ものづくりから始まるわたし
たちの未来          

 
 徳島県美馬市立江原中学校      

教諭  
 

 岩山 敦志 
 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

6 
  シカ食害防止と生態系に配慮し
た治山工事の一考察 

 
 四国森林管理局 治山課         

国有林治山係長 
 

 丸田 泰史 
 四国森林管理局 
 局長賞（優秀賞）

7 
低コスト育林のためのポット大

苗育苗技術の開発 
※特別発表 

 
 徳島県立農林水産総合技術支援セン
ター 森林林業研究所    

森林生産環境担当  主任研究員 
 

 金磯 牧夫 

 

8 
 竹林の管理と竹資源の利用 

※特別発表 

 
 愛媛県農林水産研究所            
林業研究センター   主任研究員 
 

 坪田 幸徳 

 

9 
 高知県における山岳遭難救助活
動と登山道について 

※特別発表 

 
 高知県警察地域課         

山岳遭難救助指導員 
 

 佃  廣利   

 

10 
  山村居住の課題と今後の支援 

※特別発表 

 
（独）森林総合研究所 四国支所  

主任研究員 
 

 垂水 亜紀 

 

11 
ニホンジカの食害による被害跡

地の自然再生に向けて 

 
 四万十川森林環境保全       

ふれあいセンター 
                  自然再生指導官
 

川口 智 
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発 表 者 発
表
順 

発 表 課 題 

所 属 氏 名 

審 査 結 果 

12  シカ被害と戦う 

 
 徳島森林管理署          

流域管理調整官 
 

 柏木喜代幸 

 

13 
  みんなでまもろう三嶺の森 
ーＮＰＯ・行政・大学の協働によ
る保全活動の事例ー 

 
 三嶺の森をまもるみんなの会 
 高知中部森林管理署流域管理調整官
 

 
 押岡 茂紀 
 川口 文明 
 

 （財）日本森林林
 業振興会会長賞 

14 

 
  保育作業の省力化～下刈・除伐
作業の省力化の経過報告～ 
 

 
 四国森林管理局 森林技術センター 
         森林技術専門官 
 

 
 
 鷹野 孝司 
 

 （社）日本森林技
 術協会理事長賞 

15 
 森林整備の推進に関する協定
について 

 
 香川森林管理事務所             
                調整官（業務） 
         流域管理調整官 
 

 古庄 弘英 
 伊藤 文男 

 
 

16 
  景観に配慮した資源林の搬出に
ついて（最終報告） 

 四万十森林管理署 
三原森林事務所森林官 
黒尊森林事務所森林官 
窪川森林事務所 係員 
治山課治山第二係長 

 福山 敦之 
 猪迫 啓司 
 山下 茂樹 
 中尾 栄二 

 四国森林管理局 
 局長賞（優秀賞）

17 
 建設機械（小型バックホー）を
活用した基幹歩道の整備について 

 
 愛媛森林管理署  
        業務第二課 森林育成係長 
    業務第二課 係員     
 

 諸星 雄二 
 﨑川 龍也 

 
 
 
 

18 
 
  森林の種類と植物および土壌 
 

 
 高知県立四万十高等学校     
       自然環境コース３年生 
 

 藤原 絵里 
 芝  千夏 

 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

19 
 大豊中学校相撲部 部室兼合宿
所製作 

 高知県立高知工業高等学校       
          建築科３年生 

 楠川 充敏 
 野本 大智 
 中越有紀子 
 山崎 美代 
 戸田 隆志 
 中平 力樹 

 四国森林管理局 
 局長賞（奨励賞）

20 

  関西育種場における第二世代精
英樹選抜の取り組みー四国森林管
理局管内のスギ・ヒノキ次代検定
林からの選抜ー 

※特別発表 

 
（独）森林総合研究所 林木育種セン
ター 関西育種場 育種課        
                  育種技術係  
          主任研究員 
 

 
 
 増山 真美 
 山野邊太郎 
 

 

21 
  ヒノキ林の伐採が土壌からの温
室効果ガス排出量におよぼす影響 

※特別発表 

 
（独）森林総合研究所 四国支所   
          主任研究員  
 

 森下 智陽 

 

22 

  高知型低コスト木製ガードレー
ルの開発（低コスト木製防護柵（
構造物用Ｃ種）の開発） 

※特別発表 

 高知県立森林技術センター  
    資源利用課   主任研究員 

東 博文 
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各
地
の
た
よ
り

四
万
十
町
立
昭
和
中
学
校
で

は
、
四
万
十
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
林
業
を
体
験
す
る
こ
と
で
、

地
域
や
自
然
環
境
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
た
め
毎
年
、
間
伐

体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
は
、
一
二
月
九
日
、
全

校
生
徒
二
五
名
が
四
万
十
町
内

の
伊
豆
ヶ
谷
山
国
有
林
で
間
伐

体
験
を
行
い
ま
し
た
。 

当
日
は
四
万
十
森
林
管
理
署

と
十
和
森
林
事
務
所
の
応
援
を

得
て
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。 

ま
ず
、
間
伐
の
必
要
性
や
安

全
な
作
業
方
法
に
つ
い
て
説
明

行
い
、
そ
の
後
、
職
員
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。 

一
年
生
は
こ
の
日
初
め
て

木
を
伐
る
生
徒
も
い
て
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
鋸
を
扱
う

こ
と
が
で
き
ず
、
何
度
も
休
み

な
が
ら
作
業
を
行
い
、
周
囲
か

ら
は
「
ガ
ン
バ
レ
・
ガ
ン
バ
レ
」

と
声
が
か
か
り
ま
す
。 

二
・
三
年
生
は
、
こ
れ
ま
で

に
何
度
か
経
験
し
、
中
に
は
と

て
も
上
手
に
鋸
を
使
っ
て
伐

採
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。 

作
業
後
の
生
徒
の
感
想
で

は
、
「
木
を
伐
る
の
は
と
て
も

大
変
」「
疲
れ
た
」「
疲
れ
た
け

ど
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な
ど

様
々
で
し
た
が
、
地
元
の
産
業

や
自
然
と
の
関
わ
り
を
持
つ

こ
と
で
そ
の
重
要
性
な
ど
に

関
心
を
持
ち
、
今
後
の
学
習
や

生
活
に
役
立
て
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

昨
年
一
二
月
一
九
日
高
知
県

立
香
北
青
少
年
の
家
に
お
い
て
、

南
国
市
・
香
南
市
・
香
美
市
在

住
の
小
学
生
及
び
そ
の
保
護
者

二
三
名
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
、
ミ
ニ
門
松
作
製
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
回
は
対
象
年
齢
が
小
学
一

年
生
か
ら
と
低
か
っ
た
の
で
、

作
製
す
る
前
に
、
紙
芝
居
で
森

林
の
働
き
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

ス
作
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
あ
ら

か
じ
め
編
ん
で
お
い
た
カ
ズ
ラ

に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
モ
ミ
・
ア

セ
ビ
の
う
ち
か
ら
好
み
の
葉
を

差
し
込
み
、
輪
を
形
作
っ
て
い

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
色
づ
け
し

た
松
か
さ
や
リ
ボ
ン
な
ど
を
飾

り
付
け
完
成
さ
せ
ま
し
た
。 

ミ
ニ
門
松
作
り
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
三
本
の
竹
筒
の
周
り
に
サ

ク
ラ
や
ミ
ズ
メ
の
枝
を
一
定
の

長
さ
に
切
っ
て
並
べ
、
麻
紐
で

固
定
し
、
こ
れ
に
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ

や
ナ
ン
テ
ン
な
ど
を
飾
っ
て
仕

上
げ
ま
し
た
。 

作
品
完
成
後
に
回
答
い
た
だ

い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
ノ
コ

ギ
リ
を
使
う
の
は
難
し
か
っ
た

け
ど
作
品
づ
く
り
は
楽
し
か
っ

た
で
す
」「
リ
ー
ス
作
り
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
」「
森
を
大
切

に
し
た
い
」「
山
は
い
ろ
い
ろ
な

働
き
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

作
品
づ
く
り
の
楽
し
さ
は
も
と

よ
り
、
森
林
へ
の
関
心
を
高
め

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は

と
考
え
て
い
ま
す
。 

      

地
元
中
学
生

「
間
伐
体
験
」
行
う
 

  〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

初めて、鋸を使って間伐体験 

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・

門
松
ゲ
ッ
ト
大
作
戦
 

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

ミニ門松完成 
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四
万
十
森
林
管
理
署 

藤
の
川
森
林
事
務
所 

首
席
森
林
官 
増
永
勝
也 

藤
の
川
森
林
事
務
所
は
高
知

県
の
西
部
、
四
万
十
市
西
土
佐

の
四
万
十
川
本
流
と
支
流
の
広

見
川
の
合
流
地
点
に
位
置
し
て

い
ま
す
。 

西
土
佐
地
域
は
、
合
流
地
点

の
江
川
崎
を
中
心
に
各
支
流
沿

い
に
集
落
が
点
在
し
、
約
九

一
％
を
森
林
が
占
め
る
な
ど
農

林
業
を
中
心
と
し
た
典
型
的
な

農
山
村
地
域
で
す
。 

近
年
は
、「
最
後
の
清
流
四
万

十
川
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

で
四
万
十
川
が
ブ
ー
ム
に
な
り
、

夏
場
の
キ
ャ
ン
プ
、
カ
ヌ
ー
等

の
川
下
り
な
ど
で
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
一
〇
月
に
は
、
四
万

十
川
沿
い
を
全
国
の
ラ
ン
ナ
ー

約
一
五
〇
〇
名
が
駆
け
抜
け
る

四
万
十
川
ウ
ル
ト
ラ
一
〇
〇
キ

ロ
マ
ラ
ソ
ン
の
ル
ー
ト
に
な
っ

て
お
り
、
地
域
住
民
総
出
で
参

加
者
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
応
援
を

行
い
地
域
活
性
化
の
要
因
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
が
管
理
す
る

国
有
林
の
大
半
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
の
人
工
林
で
、
国
有
林
と
官

行
造
林
を
併
せ
約
二
，
七
〇
〇

㌶
を
管
理
し
て
い
ま
す
。 

管
内
国
有
林
の
特
徴
と
し
て

は
、
一
つ
に
は
、
シ
イ
、
カ
シ

を
主
と
す
る
広
葉
樹
林
の
中
に

ヒ
ノ
キ
、
モ
ミ
、
ツ
ガ
の
古
木

が
点
在
す
る
天
然
林
か
ら
な
る

土
佐
堂
ヶ
森
風
景
林
が
あ
り
ま

す
。 堂

ヶ
森
山
頂
に
は
、
地
蔵
堂

が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
の
信

仰
を
集
め
「
霊
山
・
堂
ヶ
森
」

と
し
て
地
域
の
方
々
か
ら
に
親

し
ま
れ
て
お
り
、
毎
年
五
月
五

日
に
は
、
堂
ヶ
森
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
す
。 

当
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の

地
域
の
方
々
が
、
お
堂
の
あ
る

山
頂
に
集
ま
り
、
餅
ま
き
や
、

女
相
撲
大
会
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
堂
が
森
周
辺
の

歩
道
に
は
、
主
な
樹
木
に
樹
木

名
板
を
取
り
付
け
て
あ
り
、
森

林
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と

し
て
も
活
用
し
て
い
ま
す
。 

二
つ
め
に
は
、「
西
土
佐
」
郷

土
の
森
で
す
。 

地
域
の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ

て
き
た
天
然
ヒ
ノ
キ
の
名
林
を

後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
平
成

三
年
四
月
に
「
西
土
佐
」
郷
土

の
森
と
し
て
、
四
万
十
市
西
土

佐
（
当
時
、
西
土
佐
村
）
と
四

国
森
林
管
理
局(

当
時
、
高
知
営

林
局)

と
の
間
で
保
存
協
定
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。 

区
域
内
に
は
、
樹
齢
二
〇
〇

～
三
〇
〇
年
、
樹
高
三
五
ｍ
、

幹
周
り
三
三
三
㎝
の
地
域
の
象

徴
と
も
い
え
る
天
然
ヒ
ノ
キ
が

そ
び
え
立
っ
て
お
り
、
平
成
一

二
年
四
月
に
は
、
林
野
庁
が
選

定
し
て
い
る
「
森
の
巨
人
一
〇

〇
選
」
に
選
ば
れ
、『
四
万
十
桧

仙
人
』
と
名
称
が
付
け
ら
れ

人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
郷
土
の
森
は
、
隣
接
す

る
「
若
人
の
森
」
と
あ
わ
せ
て
、

林
内
に
は
歩
道
、
休
憩
所
が
整

備
さ
れ
て
お
り
、
森
林
浴
な
ど

の
散
策
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
の
業
務
内
容

と
し
て
は
、
造
林
事
業
（
ニ
ホ

ン
ジ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
柵
修
理
等
、

除
伐
、
保
育
間
伐
等
）、
林
道
維

持
管
理
、
立
木
販
売
、
境
界
管

理
、
林
野
巡
視
等
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
レ
ン
タ
ル
バ
ッ
ク
ホ

ウ
に
よ
る
林
道
補
修
の
土
木
事

業
と
生
産
・
造
林
の
請
負
事
業

が
主
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
当
森
林
事
務
所
管
内

で
も
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
、

食
害
被
害
が
深
刻
で
す
。
現
状

で
は
、
防
護
ネ
ッ
ト
柵
等
を
使

用
し
て
防
い
で
い
ま
す
が
、
シ

カ
の
頭
数
制
限
も
必
要
だ
と
考

え
ま
す
。 

最
後
に
、
首
席
森
林
官
と
し

て
、
署
の
窓
口
的
業
務
や
、
若

手
職
員
の
人
材
育
成
な
ど
、
大

き
な
使
命
を
果
た
し
つ
つ
、
今

後
は
、
事
務
所
職
員
が
一
体
と

な
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
気
配

り
が
あ
る
職
場
を
目
指
し
て
い

け
ま
す
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

堂が森山頂(地蔵堂) 

ネイチャーゲーム 

四万十の檜仙人 

レンタルバックホウによる林道修繕 


